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                            複数施設研究用 

 

研究課題「地域在住高齢者の要介護と死亡に関連する危険因子同定のための学

際的研究」に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

 実施承認日から2027年8月31日までに北海道八雲町住民健診に参加された方で本研究

への参加に文書で同意をされた方。 

また、過去に先行研究「八雲町住民検診受診者を対象とした遺伝子多型研究（承認

番号：1219-5）」と「八雲住民検診者を対象としたコロナ禍における運動器調査

（2021-0328）」への参加に文書で同意された方。 

  

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的 

2025年には65歳以上の高齢者人口が日本総人口の1/3以上になり急速な高齢化社会が到

来すると予測されております。高齢化に伴い内臓機能、運動機能、認知機能、視覚・聴覚・

嗅覚機能の低下した地域住民が爆発的に増大すると予測されております。さらに内閣府ホ

ームページの高齢者健康福祉によれば要介護人口も2025年には800万人に増大すると予測

されております。要介護の危険因子と介護不要な因子を調査するために、身体所見・生活習

慣・運動機能・認知機能・感覚機能・介護必要度の調査を行います。この研究への参加に伴

って、要介護の危険因子と介護不要な因子の同定が可能となる可能性があります。その情報

は医学的な学会での発表や論文で公表されます。この研究の成果によって、日本人の健康寿

命の延伸につながり、日本の医療費および介護費の削減につながる可能性があります。本研

究は倫理審査委員会の審査及び研究機関の長の承認にもとづいて、実施している研究であ

ります。 

 

方法 

研究責任者、分担研究者、共同研究者がそれぞれの専門領域の健診を八雲町の健診会場に

て実施します。健診からえられた検査結果（身長、体重、血液検査、検尿、心電図、眼底

検査、腹囲および頸動脈超音波検査、運動機能検査、レントゲン検査、骨密度、認知機

能、味覚嗅覚検査など）、生活習慣（生活習慣調査票を用いて調べた喫煙、飲酒、食事、

運動、睡眠時間、既往歴など）を過去の八雲検診で得られた結果と照合し、縦断的な解析

を行います。調査から得られた要介護と死亡の危険因子を平均値、相関係数、相対危険度

などの統計指標を用いて検討します。調査は八雲町と共同して実施し、死因は町が把握し

たものを用いて確認します。全体のとりまとめは名古屋大学大学院医学系研究科整形外科

学今釜史郎が担当します。 
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観察縦断研究 

2020年度までの過去の情報を利用します 

2022年度以降新たに情報を取得します 

(2021年度は新型コロナウィルス感染症の影響で中止) 

八雲住民検診受診時に同意の得られた受診者のデータを取得 

 ↓ 

取得した情報をデータ化します。 

↓ 

データ化した情報を用いて解析 

また、データ化した情報は、個人情報の漏洩に十分留意し、パスワードで暗号化さ

れたハードディスクにコピーし、名古屋大学大学院医学系研究科整形外科教室の金

庫内で保管します。 

① 主要評価項目 

要介護度の危険因子を把握します 

  ②副次的評価項目 

1）死亡の危険因子を把握します 

2）運動機能・認知機能・感覚機能の標準値を作成します 

統計解析方法 

要介護と死亡の有無についてロジスティック回帰分析を用いて危険因子の同定を行い

ます。また各パラメーターを年齢毎に集計し、標準値を求めます。統計解析の結果、危

険率5%未満で群間に差が認められたとき、統計的に有意な差があるとします。なお、本

研究は、探索的な調査であることから、上記以外にあらゆる角度から網羅的に解析を実

施します。 

 

期間 

2022年12月21日（実施承認日）～2028年3月31日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

既存試料 

2021年度までに八雲町住民検診受診者を対象とした遺伝子多型研究(承認番号1219-5) と八

雲住民検診者を対象としたコロナ禍における運動器調査(承認番号2021-0328)で得られた血

液 

 

既存情報 

2021年度までに八雲町住民検診受診者を対象とした遺伝子多型研究(承認番号1219-5) と八

雲住民検診者を対象としたコロナ禍における運動器調査(承認番号2021-0328)で得られた情

報 

Aアンケート①「あなたの健康について」のアンケート、②特定検診問診票、③日常生活評

価表、④整形外科疼痛評価、ロコモ25、QOL評価（SF36）、フレイル、胃食道逆流症⑤食生

活に関するアンケート、⑥排尿ノート⑦介護保険使用有無と介護度 

B身長・体重・体脂肪・筋力測定・心電図・ウエストヒップ測定・頚動脈エコー・腹部エコ
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ー・関節エコー・胸部レントゲン・関節、全脊椎レントゲン・スパイナルマウスによる脊椎

アライメント計測・運動機能測定・The walkingによる歩行解析 

C高次脳機能検査 

利き手・利き足の評価。D-CAT1,D-CAT3による注意機能検査、記憶機能検査、Stroopテスト

による言語流暢機能検査など。 

D眼科 

視力、眼圧、屈折、眼軸、網膜検査、精密眼底など。 

E 耳鼻咽喉科・味覚・嗅覚検査 

聴覚検査、味覚テスト、嗅覚テストなど。 

F泌尿器 

１）排尿症状スコア（IPSS）、２）過活動膀胱質問票（OABSS）,3）排尿日誌の評価など。 

G整形外科検診（運動器検診） 

１）膝検診による疼痛評価と理学所見、2）腰検診による疼痛評価（pain DETECT）と理学所

見、3）開眼と閉眼の30秒間重心動揺検査（アニマ社）、４）超音波骨密度検査Achilles、

5）膝立位Rosenburgレントゲン撮影･全脊椎立位レントゲン撮影、6）身体機能テスト（40cm

踏み台昇降、最大一歩幅、10ｍ歩行速度、Time Up Go Test = TUG、背筋力）、7）エルゴメ

ーター、8）転倒手帳（1年間の転倒記録：日時間回数やケガの有無）、9）QOL質問表SF36、

10）歩行時の痛みVAS評価、11）腰痛の意識調査、12)ロコモ検診（ロコモ25、立ち上がり

テスト、ツーステップテスト、13）フレイル・サルコペニア評価、14）スパイナル・マウス、

15）肩関節診察・肩関節エコー、16）The walkingによる歩行解析。 

 

新規情報 

Aアンケート①「あなたの健康について」のアンケート、②特定検診問診票、③日常生活評

価表、④整形外科疼痛評価、ロコモ25、QOL評価（SF36）、フレイル、胃食道逆流症⑤食生

活に関するアンケート、⑥排尿ノート、⑦介護保険使用有無と介護度 

B身長・体重・検便・体脂肪・筋力測定・心電図・ウエストヒップ測定・頚動脈エコー・腹

部エコー・関節エコー・胸部レントゲン・関節、全脊椎レントゲン・スパイナルマウスによ

る脊椎アライメント計測・運動機能測定・The walkingによる歩行解析 

C高次脳機能検査 

利き手・利き足の評価。D-CAT1,D-CAT3による注意機能検査、記憶機能検査、Stroopテスト

による言語流暢機能検査など。 

D眼科 

視力、眼圧、屈折、眼軸、網膜検査、精密眼底など。 

E 耳鼻咽喉科・味覚・嗅覚検査 

聴覚検査、味覚テスト、嗅覚テストなど。 

F泌尿器 
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１）排尿症状スコア（IPSS）、２）過活動膀胱質問票（OABSS）,3）排尿日誌の評価、4) 排尿に関わ

る QOL評価、5)超音波による残尿測定と前立腺推定重量計測など。 

G整形外科検診（運動器検診） 

１）膝検診による疼痛評価と理学所見、2）腰検診による疼痛評価（pain DETECT）と理学所

見、3）開眼と閉眼の30秒間重心動揺検査（アニマ社）、４）超音波骨密度検査Achilles、

5）膝立位Rosenburgレントゲン撮影･全脊椎立位レントゲン撮影、6）身体機能テスト（40cm

踏み台昇降、最大一歩幅、10ｍ歩行速度、Time Up Go Test = TUG、背筋力）、7）エルゴメ

ーター、8）転倒手帳（1年間の転倒記録：日時間回数やケガの有無）、9）QOL質問表SF36、

10）歩行時の痛みVAS評価、11）腰痛の意識調査、12)ロコモ検診（ロコモ25、立ち上がり

テスト、ツーステップテスト、13）フレイル・サルコペニア評価、14）スパイナル・マウス、

15）肩関節診察・肩関節エコー、16）The walkingによる歩行解析。 

試料：血液、尿、便 

 

４．外部への試料・情報の提供 

愛知県がんセンター分子診断トランスレーショナルリサーチ分野に血液を提供し、微量タンパ

ク分析を行っていただきます。 

 

５．研究組織 

関西福祉科学大学保健医療学部・教授・長谷川幸治 

名古屋大学大学院医学系研究科予防医学分野・教授・若井建志 

名古屋大学大学院医学系研究科整形外科学・教授・今釜史郎 

名古屋大学大学院医学系研究科整形外科学・講師・石塚真哉 

名古屋大学医学部附属病院眼科・病院助教・武内 潤 

名古屋大学大学院医学系研究科耳鼻科・准教授・吉田 忠雄 

名古屋大学大学院医学系研究科整形外科学・講師・竹上靖彦 

名古屋大学医学部附属病院 整形外科・准教授・中島宏彰 

名古屋大学医学部附属病院 整形外科・助教・伊藤定之 

名古屋大学医学部附属病院 整形外科・助教・世木直喜 

名古屋大学医学部附属病院 整形外科・助教・大内田 隼 

関西福祉科学大学健康福祉学部・教授・八田武志 

修文大学医療科学部臨床検査学科・教授・近藤高明 

国立長寿医療研究センター病院耳鼻科・医師・中田隆文 

名古屋女子大学栄養学部・教授・片山直美 

京都府立医科大学大学院泌尿器外科学・客員講師・本城久司 

藤田医科大学医療科学部予防医科学分野・教授・鈴木康司 

愛知県がんセンター分子診断トランスレーショナルリサーチ分野分野長 田口 歩 
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愛知医科大学公衆衛生学講座・教授・菱田 朝陽 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて受診者さんもしくは受診者さんの

代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお

申出ください。その場合でも受診者さんに不利益が生じることはありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

〒466-8560 愛知県名古屋市昭和区鶴舞町65番地 

名古屋大学大学院医学系研究科 整形外科学 

電話052-744-1908、ファックス052-744-2260 

所属職名氏名：名古屋大学大学院医学系研究科 整形外科学・准教授 中島 宏彰 

所属職名氏名：名古屋大学大学院医学系研究科 整形外科学・講師 石塚 真哉 

所属職名氏名：名古屋大学大学院医学系研究科 整形外科学・講師 竹上 靖彦 

所属職名氏名：名古屋大学大学院医学系研究科 整形外科学・助教 伊藤 定之 

所属職名氏名：名古屋大学大学院医学系研究科 整形外科学・助教 世木 直喜 

所属職名氏名：名古屋大学大学院医学系研究科 整形外科学・助教 大内田 隼 

 

研究責任者：名古屋大学大学院医学系研究科整形外科学・教授・今釜 史郎 

 

研究代表者：名古屋大学大学院医学系研究科整形外科学・教授・今釜 史郎 


